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秋学期（11 月 2 日以降）の授業実施方針について 

 

日頃は、本学の教育及び研究にご理解とご支援いただきまして、誠にありがとうございます。 

本学では、9 月 18 日（金）の秋学期開始日より、1 年生の必修科目並びに 2 年生以上のゼミナ

ール科目等を中心に、教室の収容定員（座席数）に制限（40～50％での使用）を設けるなどキャ

ンパス内の感染防止対策を施した上で、一部対面授業を行っております。 

新型コロナウイルスの感染者状況は、4 月の初期拡大期や 7 月の第 2 波のような状況からは脱

したものの、新規感染者数はいまだに一定の割合で見られるのが現状です。大学としましては、

学生をキャンパスに戻したい気持ちを強く持っておりますが、一方で、大学は中・高等学校とは

異なり、学生数、年齢層、行動範囲等に顕著な違いがあり、クラスターが発生しやすい環境であ

ることを考慮しなければなりません。現在は、対面授業前後の非対面（ネット）授業を受講する

ために学内に多くの学生が滞留する状況になっています。教室での３密状態を回避できても、教

室以外でのキャンパス内（食堂、ラウンジ、雨天時の校舎内など）の行動や（アルバイトなどを

含む）学外での学生の活動を管理することは極めて難しい現実があります。報道などの入手でき

る情報によれば、ワクチン利用はまだ見込めそうにありませんし、これからは風邪・インフルエ

ンザの流行期である寒いシーズンに入ります。そのような状況を踏まえ、本学の「新型コロナウ

イルス感染症対策本部」で慎重に検討を重ねた結果、現在以上に新たに対面授業を増やすのは感

染対策上、リスクを伴うと判断するに至りました。そこで、11 月 2 日（月）以降につきましても、

9 月 15 日（火）付けでホームページにてお知らせしました「秋学期の授業実施方針について」の

措置を 2 月 3 日（水）まで継続することといたしました。 

保護者の皆様におかれましては、本方針及び対応につきまして、何卒ご理解いただけますよう

お願い申し上げます。 

 なお、地域の感染拡大や学内クラスターが起きた場合は、この限りではないこともお含みおき

ください。 



○以下の表に記載した科目において、2020 年度秋学期時間割の曜日・時限に合わせて、教員から

指示のあった日程で対面授業を実施します。 

 【１年生】 

学部 対面授業実施科目 

経済 

キリスト教概説 2、英会話 2、基礎英語 2 現代社会 

商 

法 キリスト教概説 2、英会話 2、基礎英語 2、専門導入演習 

外国語 キリスト教概説 2、英語 102 スピーキング 

国際文化学部 キリスト教概説 2、基礎英語 2、英語表現 2、発展セミナー 

スポーツ健康学部 
キリスト教概説 2、基礎英語 2、英語表現 2、発展セミナー 

スポーツ実技科目 

リハビリテーション キリスト教概説 2、英会話 2、基礎英語 2、発展セミナー 

 

【２・３・４年生】 

全学部共通科目 各学年ゼミ科目 

商学部 2 年生 

能力開発 3 

※この科目は、履修指定科目として「能力開発 3」を新規に開講し、全員

が毎週火曜 3限に受講します。 

外国語学部 2年生 英語 202 スピーキング 

スポーツ健康学部 スポーツ実技科目 

再履修科目 キリスト教概説 2、英会話 2、基礎英語 2、英語 102 スピーキング、 

英語 202 スピーキング、英語表現 2 

 

○その他、秋学期中の特別補講日に、教員から指示のあった科目・日程で対面授業を実施します。 

 教員から指示のあった科目において、「2020 年度秋学期時間割の曜日・時限」もしくは、「学

期中の特別補講日（下記日程参照）」に対面授業を実施します。 

※リハビリテーション学部は、この限りではありませんので、別途学生に連絡をしています。 

 （土曜日）10/31、11/14、11/21、11/28、12/12、12/26、1/9、1/16、2/13、2/20 

 （その他）12/24（木）、12/28（月）、1/6（水） 

 （春休み）2/8（月）～2/23（火） 

 

【全体の注意点】 

・授業週を 15週とします（春学期は 13週） 

・定期試験期間を以下のように変更しますので、予定をお願いします。 

 1/19（火）～1/23（土）、1/25（月）～1/28（木）、2/1（月）～2/3（水）  

予備日：1/29（金）、2/6（土）、2/7（日） 

以 上 


